
東京大学名脊教授 月尾 嘉男

二
0
二
四
年
六
月
に
イ
ス
ラ
エ
ル
沖
合
の
地

中
海
の
水
深
一
八

0
0
メ
ー
ト
ル
の
海
底
で
三

三

0
0年
前
に
沈
没
し
た
木
造
船
の
残
骸
が
発

見
さ
れ
た
。
こ
の
残
骸
は
古
代
か
ら
海
洋
が
遠

方
へ
多
数
の
人
間
や
大
量
の
物
資
を
輸
送
す
る

重
要
な
空
間
で
あ
る
と
と
も
に
、
海
難
事
故
が

頻
発
し
て
い
た
こ
と
の
証
拠
で
あ
る
が
、
こ
れ

ま
で
世
界
で
沈
没
し
た
船
舶
は
三
0
0万
隻
以

上
と
推
定
さ
れ
て
お
り
、
現
代
で
も
完
全
に
安

全
な
移
動
手
段
で
は
な
い
。

イ
ギ
リ
ス
で
一
九
九

0
年
か
ら
二
0
0
0年

ま
で
の
一

0
年
間
に
つ
い
て
調
査
し
た
結
果
に

よ
る
と
、
移
動
距
離

一
0
億
キ
ロ
あ
た
り
の
死

者
は
徒
歩
が
五
四
人
、
自
転
車
が
四
五
人
、
自

動
車
が
三
人
な
ど
に
比
較
し
て
、
船
舶
は
二
・

六
人
で
あ
り
、
こ
の
数
字
か
ら
は
安
全
な
移
動

手
段
の
よ
う
で
あ
る
が
、
船
舶
の
場
合
は
一
度

の
事
故
で
大
量
の
死
者
が
発
生
す
る
と
い
う
特

徴
が
あ
る
。
そ
こ
で
以
下
に
史
上
有
名
な
船
舶

の
海
難
事
故
の
事
例
を
紹
介
し
た
い
。

タ
イ
タ
ニ

ッ
ク
号
の
沈
没

客
船
「
タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
号
」
は
J

・
キ
ャ
メ

ロ
ン
監
督
の
映
画

「タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
」

(
-
九

九
七
）
で
有
名
に
な
っ
た
が
、
北
大
西
洋
航
路

を
往
復
す
る
た
め
一
九
―
二
年
に
竣
工
し
た
四

万
六
三
二
八
ト
ン
の
客
船
で
、
旅
客
定
員
二
四

五
三
名
は
進
水
時
点
で
世
界
最
大
で
あ

っ
た
。

当
時
は
客
船
の
速
度
競
争
時
代
で
あ

っ
た
が
、

「
タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
号
」
の
速
力
は
二
三
ノ
ッ
ト

（時
速
四
三
キ
ロ
）
で
当
時
の
最
速
で
は
な
く
、

速
度
よ
り
は
豪
華
な
船
室
を
売
物
に
し
て
い
た
。

一
九

―
二
年
四
月
十
日
に
イ
ギ
リ
ス
南
部
の

サ
ウ
サ
ン
プ
ト
ン
か
ら
出
港
、
フ
ラ
ン
ス
の
シ

ェ
ル
ブ
ー
ル
と
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
ク
イ
ー
ン
ズ

タ
ウ
ン

（現
在
の
コ
ー
ヴ
）
に
寄
港
、
十
四
日

に
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
を
目
指
し
て
出
港
し
た
が
、

こ
の
時
点
で
以
後
に
発
生
す
る
問
題
の
萌
芽
が

発
生
し
て
い
た
。
他
船
か
ら
電
信
で
連
絡
さ
れ

た
流
氷
の
発
生
状
況
を
無
視
し
た
こ
と
、
無
線

技
師
が
乗
客
か
ら
依
頼
さ
れ
た
多
数
の
電
報
の

発
信
に
忙
殺
さ
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
で
あ
る
。

ー ・ーニ・!
~- -

タイタニック (46,328トン）
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ア
メ
リ
カ
と
カ
ナ
ダ
の
国
境
地
帯
に
あ
る
五

大
湖
の
最
東
に
あ
る
オ
ン
タ
リ
オ
湖
か
ら
大
西

洋
に
流
出
す
る
セ
ン
ト
ロ
ー
レ
ン
ス
川
は
延
長

が
世
界
十
四
位
の
―
二

0
0キ
ロ
、
河
口
で
は

川
幅
が
―
二

0
キ
ロ
に
も
な
る
大
河
で
あ
る
が
、

北
緯
四
五
度
か
ら
五

0
度
の
寒
冷
地
域
を
流
下

し
て
い
る
た
め
、
五
月
中
頃
ま
で
表
面
が
凍
結

す
る
河
川
で
あ
る
。
「
タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
号
」
の

悲
劇
が
発
生
し
た
二
年
後
の
一
九
一
四
年
五
月

末
に
、
こ
こ
で
事
故
が
発
生
し
た
。

こ
の
時
期
に
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
・
バ
シ
フ
ィ
ッ

ク
が
保
有
す
る
最
大
の
一
万
四
一
九
ー
ト
ン
の

客
船
「
エ
ン
プ
レ
ス
・
オ
ブ

・
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

号
」（

以
下
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
号
）
は
乗
客

一
0
五

エ
ン
プ
レ
ス
・
オ
ブ
・
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
号
の

遺
難

十
四
日
深
夜
に
到
達
し
た
北
大
西
洋
の
ニ
ュ

ー
フ
ァ
ウ
ン
ド
ラ
ン
ド
沖
合
は
濃
霧
で
視
界
は

最
悪
で
あ
り
、
前
方
に
氷
山
を
発
見
し
た
時
点

で
は
回
避
不
能
で
衝
突
し
た
。
当
時
の
客
船
に

は
救
命
ボ
ー
ト
の
規
定
が
な
く
、
乗
客
と
乗
員

の
合
計
の
三
五
％
の
人
数
に
対
応
で
き
る
用
意

し
か
な
か

っ
た
た
め
、
多
数
の
人
々
が
氷
片
の

浮
遊
す
る
零
下
二
度
の
海
中
で
死
亡
し
、
結
果

と
し
て
乗
客
と
乗
員
の
四
五
％
に
相
当
す
る
一

五
一
三
人
が
犠
牲
と
な

っ
た
。

七
名
と
乗
員
四
二

0
名
の
合
計
一
四
七
七
名
と

大
量
の
貨
物
を
搭
載
し
て
五
月
二
十
八
日
に
イ

ギ
リ
ス
の
リ
バ
プ
ー
ル
を
目
指
し
て
ケ
ベ
ッ
ク

か
ら
出
港
、
ニ
―

0
キ
ロ
下
流
の
フ
ァ
ー
ザ
ー

・
ポ
イ
ン
ト
に
到
蒲
、
翌
日
深
夜
に
二

0
0キ

口
下
流
の
セ
ン
ト
ロ
ー
レ
ン
ス
湾
を
目
指
し
た
。

や
が
て
上
流
を
目
指
す
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
貨
物

船
「
ス
ト
ー
ル
ス
タ
ッ
ド
号
」
の
灯
火
を
目
撃

し
た
が
、
不
運
に
も
濃
霧
が
発
生
し
て
視
界
が

一
気
に
低
下
、
十
四
分
後
に
突
然
、
至
近
距
離

に
「
ス
ト
ー
ル
ス
タ
ッ
ド
号
」
が
出
現
し
、
衝

突
さ
れ
た
「
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
号
」
は
十
四
分
後

に
沈
没
し
た
。
犠
牲
者
数
は
乗
客
と
乗
員
の
六

九
％
に
な
る
＿

o
＿
二
名
と
い
う
巨
大
事
故
で

あ
っ
た
が
、
当
時
は
第
一
次
世
界
大
戦
勃
発
直

前
で
あ
り
、
世
界
に
十
分
周
知
さ
れ
な
か

っ
た
。

ち町直子

エンプレス・オブ・アイルランド
(14,791トン）

モ
ン
プ
ラ
ン
号
の
爆
発

第
＿
次
世
界
大
戦
中
の
一
九
一
七
年
十
二
月

六
日
に
海
上
で
の
爆
発
事
故
と
し
て
は
史
上
最

悪
と
さ
れ
る
事
態
が
発
生
し
た
。
カ
ナ
ダ
の
大

西
洋
側
の
玄
関
と
さ
れ
る
都
市
ハ
リ
フ

ァ
ッ
ク

ス
の
奥
深
い
湾
内
で
二
隻
の
貨
物
船
が
衝
突
し

た
事
件
で
あ
る
。
海
側
の
ハ
リ
フ
ァ
ッ
ク
ス
港

と
陸
側
の
ベ
ド
フ
ォ
ー
ド
湾
は
幅
員
七
五

0
メ

ー
ト
ル

の
水
道
で
接
続
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ

ヘ
フ
ラ
ン
ス
の
貨
物
船
「
モ
ン
ブ
ラ
ン
号
」
（
三

―
ニ

―
ト
ン
）
が
入
港
し
て
き
た
。

積
荷
は

T
N
T
火
薬
と
火
薬
の
原
料
で
あ
る

ピ
ク
リ
ン
酸
と
ベ
ン
ゾ
ー
ル
液
で
あ
り
、

T

N

T
火
薬
は
船
倉
に
、
揮
発
し
や
す
い
ピ
ク
リ
ン

酸
と
ベ
ン
ゾ
ー
ル
液
は
甲
板
に
積
載
さ
れ
て
い

紐と

ー

し

パ
A

>
\

i”

t]
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た
。
「
モ
ン
ブ
ラ
ン
号
」
が
外
洋
か
ら
水
道
に

進
入
し
た
と
き
に
ベ
ド
フ
ォ
ー
ド
湾
内
か
ら
貨

物
船
「
イ
モ
号
」
（
五

0
四
三
ト
ン
）
が
水
道

に
進
行
し
て
き
た
。
こ
の
水
道
の
規
則
で
は
外

洋
の
方
向
に
進
行
す
る
船
舶
が
優
先
で
あ
る
た

め
、
「
イ
モ
号
」
は
警
告
の
信
号
を
発
信
し
た
。

気
付
い
た
「
モ
ン
ブ
ラ
ン
号
」
の
船
長
が
方

向
転
換
し
よ
う
と
し
た
が
回
避
で
き
ず
、
「
イ

モ
号
」
の
船
首
が

「モ
ン
ブ
ラ
ン
号
」
に
激
突

し
た
。
そ
の
衝
撃
で
甲
板
や
船
倉
に
あ
っ
た
薬

液
が
漏
洩
し
た
た
め
瞬
時
に
発
火
し
、
衝
突
か

ら
十
七
分
後
に
巨
大
な
爆
発
が
発
生
し
た
。
細

長
い
湾
内
で
の
爆
発
の
た
め
両
岸
の
住
宅
地
域

に
爆
風
が
襲
来
し
、
死
者
一
五

0
0名
、
行
方

不
明
者
ニ
―

0
0名
、
負
傷
者
八

0
0
0名
と

い
う
史
上
有
数
の
被
害
が
発
生
し
た
。

事
件
の
背
景
は

一
九
四
一
年
六
月
に
ド
イ
ツ

が
ソ
ビ
エ
ト
と
の
不
可
侵
条
約
を
破
棄
し
、
ソ

ビ
エ
ト
国
内
に
軍
事
侵
攻
を
開
始
し
た
こ
と
で

あ
る
。
し
か
し
反
撃
体
制
を
整
備
し
た
ソ
ビ
エ

ト
が
反
攻
を
開
始
し
た
た
め
、
ド
イ
ツ
は
一
九

四
五
年
一
月
か
ら
約
二

0
0
万
人
の
傷
病
兵
や

民
間
人
を
西
方
へ
脱
出
さ
せ
る
「
ハ
ン
ニ
パ
ル

作
戦
」
を
実
行
す
る
破
目
に
な
っ
た
。
そ
の
た

め
残
存
し
て
い
た
一

0
0
0隻
以
上
の
客
船
や

ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・

グ
ス
ト
ロ
フ
号
の
沈
没

貨
物
船
を
動
員
し
て
撤
退
を
開
始
し
た
。

そ
の
一
隻
が
二
万
五
四
八
四
ト
ン
の
特
殊
ク

ル
ー
ズ
客
船
「
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム

・
グ
ス
ト
ロ
フ

号
」
（以
下
グ
ス
ト
ロ
フ
号
）
で
あ
る
。
こ
れ

は
ヒ
ト
ラ
ー
政
権
の
躍
進
を
宣
伝
す
る
た
め
に

一
九
三
七
年
に
建
造
さ
れ
た
客
船
で
、
船
名
は

ス
イ
ス
で
ナ
チ
ス
の
活
動
を
指
揮
し
て
い
た
が

＿
九
三
六
年
に
暗
殺
さ
れ
た
人
物
の
名
前
に
由

来
す
る
。
し
か
し
、
緊
急
事
態
の
た
め
定
員
を

大
幅
に
上
回
る
旅
客
を
乗
船
さ
せ
た
た
め
、
こ

の
作
戦
に
は
次
々
と
問
頼
が
発
生
し
た
。

難
民
は

「グ
ス
ト
ロ
フ
号
」
と
「
ハ
ン
ザ
号
」

の
二
隻
の
客
船
で
移
送
さ
れ
る
計
画
で
あ
っ
た

が
後
者
は
故
障
の
た
め
脱
落
、
さ
ら
に
護
衛
す

る
二
隻
の
戦
艦
の
う
ち
一
隻
も
故
障
し
、
一
隻

ドニャ ・パス (2640トン）

ド
ニ
ャ
・
バ
ス
号
の
衝
突
炎
上

の
護
衛
の
み
で
出
航
し
た
。
や
が
て
ソ
ビ
エ
ト

の
潜
水
艦
に
発
見
さ
れ
る
が
、
厳
寒
の
た
め
客

船
の
探
査
計
器
が
作
動
せ
ず
、
潜
水
艦
か
ら
発

射
さ
れ
た
魚
雷
に
よ
り

一
時
間
で
沈
没
し
た
。

犠
牲
者
は
九
三
四
三
名
、
生
存
者
は
＿
ニ
―
六

名
と
さ
れ
る
が
正
確
な
数
字
は
不
明
で
あ
る
。
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原
油
の
産
地
は
一
部
の
地
域
に
集
中
し
て
い

エ
ク
ソ
ン
・
ヴ
ァ
ル
デ
ィ
ー
ズ
号
の
座
礁
事

故
（
二
六
四
0
ト
ン
）
が
航
行
し
て

い
た
。
フ
ィ

リ
ピ
ン
で
は
定
員
は
無
視
さ
れ
、
乗
客
名
簿
も

不
備
の
た
め
不
明
で
あ
る
が
、
一
説
で
は
四
〇

0
0名
以
上
が
乗
船
し
て
い
た
と
さ
れ
る
。

二
＿
時
三

0
分
前
後
に
小
型
石
油
タ
ン
カ
ー

「ヴ
ェ
ク
タ
ー
号
」
（
六
二
九
ト
ン
）
が
「
ド
ニ

ャ
・
パ
ス
号
」
の
進
行
方
向
と
反
対
方
向
か
ら

航
行
し
て
き
て
衝
突
し
た
。
「
ヴ
ェ
ク
タ
ー
号
」

の
船
体
に
は
亀
裂
が
で
き
て
積
荷
の
ガ
ソ
リ
ン

が
漏
出
、
船
体
が
爆
発
す
る
と
と
も
に
周
辺
の

海
上
が
炎
上
し
た
。
そ
の
火
災
の
影
密
で
両
船

は
救
難
信
号
を
発
信
す
る
こ
と
も
な
く
炎
上
し
、

さ
ら
に
付
近
を
航
行
し
て
い
た
船
舶
も
猛
烈
な

火
炎
の
た
め
救
援
が
で
き
な
か
っ
た
。

当
日
は
夜
間
で
荒
天
の
た
め
救
難
活
動
は
で

き
ず
、
数
日
し
て
か
ら
調
査
さ
れ
た
が
、
両
船

と
も
完
全
に
焼
尽
し
て
お
り
遺
体
も
発
見
で
き

な
か
っ
た
。
救
助
さ
れ
た
人
数
は
二
四
名
で
し

か
な
く
、
二
隻
と
も
沈
没
し
た
た
め
、
相
当
の

日
数
が
経
過
し
て
か
ら
運
行
会
社
は
犠
牲
者
数

を
四
三
七
五
名
と
発
表
し
た
が
、
そ
も
そ
も
乗

船
人
数
が
不
明
で
あ
る
た
め
真
偽
も
不
明
で
あ

る
。
し
か
し
海
難
史
上
、
最
悪
の
事
故
と
い
う

こ
と
は
確
実
と
さ
れ
る
。

る
た
め
タ
ン
カ
ー
で
世
界
各
地
に
輸
送
さ
れ
る

が
、
そ
の
隻
数
は
世
界
全
体
で
一
万
二
三
七
〇

隻
と
さ
れ
る
。
そ
れ
だ
け
多
数
が
海
洋
を
往
来

し
て
い
れ
ば
海
難
事
故
も
発
生
す
る
。
日
本
で

は
一
九
九
七
年
一
月
に
島
根
県
沖
で
発
生
し
た

ロ
シ
ア
の
タ
ン
カ
ー
「
ナ
ホ
ト
カ
号
」
の
事
故

が
有
名
で
あ
る
が
、
世
界
最
悪
の
事
故
は
一
九

八
九
年
三
月
に
北
米
大
陸
の
ア
ラ
ス
カ
湾
奥
で

発
生
し
た
原
油
の
漏
洩
事
故
で
あ
る
。

ア
ラ
ス
カ
湾
奥
に
は
原
油
を
タ
ン
カ
ー
に
積

載
す
る
ヴ
ァ
ル
デ
ィ
ー
ズ
基
地
が
あ
り
、
そ
こ

で
ニ
―
万
ト
ン
の
原
油
を
満
載
し
た
「
エ
ク
ソ

ン
・
ヴ
ァ
ル
デ
ィ
ー
ズ
号
」
は
太
平
洋
を
目
指

し
て
湾
内
を
航
行
し
て
い
た
が
、
流
氷
を
回
避

す
る
た
め
岸
寄
り
の
航
路
を
通
行
し
て
い
た
。

問
題
は
船
長
が
通
常
の
航
路
よ
り
も
暗
礁
な
ど

が
存
在
す
る
困
難
な
航
路
で
の
操
船
を
不
慣
れ

な
三
等
航
海
士
に
指
示
し
て
、
自
身
は
船
長
室

内
で
休
憩
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
結
果
、
出
航
か
ら
約
三
時
間
後
の
深
夜

に
タ
ン
カ
ー
は
座
礁
し
て
四
万
ト
ン
の
原
油
が

流
出
し
た
。
こ
れ
は
広
大
な
海
岸
を
汚
染
し
深

刻
な
環
境
破
壊
を
も
た
ら
し
た
。
海
岸
に
漂
羞

し
た
原
油
の
除
去
費
用
は
現
在
価
格
で
二
八
〇

0
億
円
に
も
な
り
、
環
境
汚
染
に
よ
っ
て
発
生

し
た
被
害
処
理
費
用
の
記
録
と
な
っ
た
。
さ
ら

に
裁
判
に
よ
っ
て
損
害
賠
償
金
額
は
六

0
0
0

億
円
以
上
に
な
り
、
自
身
で
操
船
し
な
か
っ
た

船
長
は
懲
役
六
ヶ
月
の
処
罰
と
な
っ
た
。

日
本
の
国
土
面
積
は
世
界
六

一
位
で
し
か
な

い
が
、
多
数
の
島
々
の
効
果
で
排
他
的
経
済
水

域
の
面
積
は
世
界
八
位
と
い
う
「
海
洋
大
国
」

で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
海
洋
は
日
本
を
「
漁
業
大

国
」
と
す
る
こ
と
に
貢
献
し
て
き
た
が
、
探
査

技
術
や
掘
削
技
術
の
発
展
に
よ
り
「
資
源
大

国
」
に
変
貌
さ
せ
る
場
所
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

海
難
事
故
に
萎
縮
す
る
こ
と
な
く
、
日
本
が
面

積
だ
け
で
は
な
い
「
海
洋
大
国
」
と
な
る
こ
と

を
期
待
し
た
い
。

流出した原油の除去作業
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